
第４回西脇市上下水道事業
審議会【上水道事業】

上下水道部

平成28年11月29日(火) 午後３時00分

○経営戦略の概要
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管路整備方針

①重要管路から更新
○重要給水施設（基幹病院、指定避難所）への配水管の耐震化から進める

②法定耐用年数（40年）から実使用年数に変更 ●現在布設している管は80年
実使用年数設定
○鋳鉄管（ダクタイル鋳鉄管は含まない） ・・・50年
●ダクタイル鋳鉄管（NS形・GX形継手） 27％・・・80年 H15より採用
○ダクタイル鋳鉄管（K形継手・良い地盤） ・・・70年 H6より採用
○硬質塩ビ管（RR継手） ・・・50年
○硬質塩ビ管（上記以外・不明なもの含む） ・・・40年

③計画変更によるコスト縮減
スリムな整備計画（浄水施設計画８箇所⇒４箇所）

④工事費の削減を図る
工事費の削減の意識を持ち、既設管との接続において断水工法の検討を行う
管材料について低コスト耐震管を採用する
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①重要管路から更新

西脇市地域防災計画においての位置づけにより、基幹病院、指定避難
所を重要給水施設と設定する

管路の耐震適合性を有する重要給水施設
３箇所（西脇病院・しばざくら荘・みぎわ園）／全23箇所

被害発生の抑制・影響の最小化

震災等の非常時においても、一定の給水を確保するため、
重要給水施設配水管の耐震化を進める。



総合市民C（385）

楽寿園

しばざくら荘

日野小（186）

・・・耐震不適合管

重春小（160）

みぎわ園

芳田小（156）

30年経過

44年経過
41年経過

28年経過

37年経過

37年経過

天神池SC（200）

日野体育C（113）

16年経過

20年経過

避難所・病院までの管路図
（西脇地区）

オンベリーコ

比延小（224）

青年の家

西脇病院

西脇南中（257）

双葉小（130）

西脇中（257）

西脇小（199）

日野小
西脇病院

青年の家

西脇中

しばざくら荘

みぎわ園
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耐震適合管34.7㎞/総延長50.8㎞
総事業費9.2億円



黒田庄中（395）

黒田庄福祉C

黒田庄体育C

楠丘小（261）

大山病院

避難所・病院までの管路図
（黒田庄地区）

向陽苑）

37年経過

19年経過

21年経過

23年経過

19年経過

18年経過

22年経過

黒田庄中

黒田庄福祉Ｃ

楠丘小

大山病院

桜丘小（250）
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・・・耐震不適合管

耐震適合管1.3㎞/総延長10.3㎞
総事業費7.5億円



②法定耐用年数（40年）から実使用年数に変更する

法定耐用年数で更新した場合（100年間） 年平均5.4億円

実使用年数で更新した場合（100年間） 年平均3.1億円

重要給水施設配水管の耐震化を図りながら、実使用年数を
基準に優先順位をつけて、老朽管の更新を進める

10年を目途に漏水発生箇所・件数を考慮し、再検討を行う
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③計画変更によるコスト縮減

スリムな整備計画

事業費7.2億円の削減

日最大給水量 21,100㎥ 16,100㎥ （H27年度13,551㎥）計画変更

 第３浄水場の建設中止

 野中配水池の建設中止

 田高浄水場の運転休止
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スリムな整備計画（案）新たな水需要を見込んだ計画（西脇地区）

春日
配水池

芳田
配水池

芳田地区 野中
配水池

大谷山
配水池

岡之山
配水池

重春・西脇区・下戸田・上戸田

津万地区

比延・
鹿野地区

上比延～
住吉
堀・塚口
地区

日
野
地
区

Ｐ

Ｐ

❶第１浄水場
（上戸田
浄水場）

(3240)

②第２浄水場
（大木

浄水場）

(3330)

③第３浄水場
（西中）

(2030)

❹県水

8000(6480)
上戸田 大木 県水
3,240 + 3,330 + 6,480＝13,050

凡例
計画

整備済み

給水（配水）

（＊＊＊） 日最大
浄水能力㎥

日最大給水量
13,050㎥
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平成27年度 日最大給水(配水)量 11,382㎥ 計画の約87％

（西脇地区10,580㎥+簡水（芳田地区）802㎥）



凡例
計画

整備済み

給水（配水）

（＊＊＊） 日最大
浄水能力㎥

田高配水池

大伏
配水池

黒田・前坂・喜多・岡・門柳
福地

石原・田高・
船町・小苗

大伏・西澤
津万井・大門

黒田配水池

❼大伏浄水場

(650)

❺田高浄水場

(1450)

❻黒田浄水場

(2400)

黒田 大伏
2,400 + 650＝3,050

Ｐ

日最大給水量
3,050㎥
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平成27年度 日最大給水(配水)量 2,169㎥ 計画の約71％

スリムな整備計画（案）新たな水需要を見込まない計画（黒田庄地区）



④工事費の削減

 断水を伴わないため、市民の方へ水使用の影響がない
 断水によって濁り水が発生する心配がない
 工事費が高価

不断水分岐工法

断水工法
バルブ閉操作により断水した後に、既設管を切断し、接続
 断水中の水使用の協力
 断水によって濁り水が発生した場合の対応
 工事費が安価

工事費５％程度削減

低コスト耐震管を採用

工事費15％程度削減

従来同様の耐震性能を有する薄肉鋳鉄管を採用

管径 概算工事費
φ75×75 310,000
φ100×100 360,000
φ150×150 500,000
φ200×200 640,000
φ250×250 1,210,000
φ300×300 1,560,000
φ350×350 1,430,000
φ400×400 1,700,000
φ450×450 2,230,000
φ500×500 2,970,000

不断水分岐工法概算工事費
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H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48

【シナリオ⓪アセマネシミュレーション】当期純利益（又は純損失）
【シナリオ①財政シミュレーション】当年度純利益（又は純損失）
【シナリオ⓪アセマネシミュレーション】累積損益
【シナリオ①財政シミュレーション】累積損益
【シナリオ①財政シミュレーション】給水収益

【当年度純損益・累積損益の推移】

H29年度から職員配置換え等に伴う費用節減効果△11百円/年。なお、H29年度は、特別損失1億29百万円(浄水場廃止に伴う資産減耗費)

H48年度は赤字

H30年度から浄水場廃止に伴う費用節減効果△55百万円/年

H35年度、累損解消

給水収益は逓減傾向。20年後には△1億15百万円当期純利益（又は純損失）（百万円） 累積損益、給水収益（百万円）
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H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48

【シナリオ⓪アセマネシミュレーション】現預金残高 【シナリオ①財政シミュレーション】現預金残高

【シナリオ⓪アセマネシミュレーション】企業債残高 【シナリオ①財政シミュレーション】企業債残高

【現預金・企業債残高推移】

投資の見直しによる建設改良費の減少、
浄水場廃止に伴う費用節減効果等により
20年後、現預金残高は約5倍

20年後、企業債残高は△6億85百万円

現預金残高、企業債残高（百万円）

H48年度

現預金残高
16億円

H48年度

企業債残高
13億円
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【目標指標・目標水準（案）】

流動比率 料金回収率 企業債残高対給水収益比率

平成26年度
現状分析結果

１７５％ １０８％ ２６５％

シナリオ① 平成48年度
財政シミュレーション結果

４０５％ ９６％ １９１％

目標指標の水準（案）
→数値根拠については次頁以降参照

１００％ １００％ ３００～３５０％

目標指標としての取扱方針（案）
重要目標指標として

採用を検討
重要目標指標として

採用を検討
目標指標として採用を検討

【目標指標・目標水準の検討方法】

• シナリオ⓪のアセマネ上、平成３２年度に資金枯渇、平成４４年度に収支マイナスが発生しており、今後の経営の持続可能性の観点からは、

「流動比率」、「料金回収率」を重要目標指標と設定することが考えられる。

↓

• 「流動比率」、「料金回収率」の目標達成を念頭におきつつ、「企業債残高対給水収益比率」もあわせてモニタリングを行っていくことが考えられ

る。

↓

• シナリオ①の結果、「流動比率」、「企業債残高対給水収益比率」については、目標水準（案）を達成しているが、「料金回収率」については、

目標水準（案）を達成するための施策または、目標水準（案）の見直しの検討が必要と考えられる。

目標指標・目標水準の検討
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